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の
流
れ
、
活
動
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
操
作

の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

対
象市

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

定
員

20
人
（
先
着
順
）

参
加
費

無
料

申
込
方
法

直
接
ま
た
は
電
話

申
込
先

衣
浦
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

T
52
―
5
3
1
1

問
合
せ
先

地
域
政
策
グ
ル
ー
プ

T
52
―
1
1
1
1
（
内
線
328
）

市

る
た
め
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
を
学
ぶ
講
座
を
開
設
し
ま
し
た
。

ぜ
ひ
、
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き

9
月
1
日
〜
11
月
10
日
（
毎

週
水
･
金
曜
日
）

午
後
7
時
〜

9
時
（
20
回
）

平
成
19
年
2
月
3
日
（
土
曜
日
）

午
後
1
時
〜
4
時

※
全
21
回

と
こ
ろ

衣
浦
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

内
容N

P
O
法
の
趣
旨
・
目
的
、
法
人

化
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
、

法
人
設
立
の
申
請
・
登
記
手
続
き

資
格

正
・
準
看
護
師
で
病
院
な
ど

の
看
護
職
の
経
験
者

募
集
人
員

1
人

勤
務
場
所

病
後
児
保
育
室
（
高
浜

市
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

勤
務
内
容

病
後
児
の
看
護
お
よ
び

保
育
な
ど

雇
用
期
間

平
成
18
年
10
月
2
日
（月）

〜
平
成
19
年
3
月
30
日
（金）

賃
金

時
給
1
、
1
7
0
円

受
付
期
限

8
月
15
日
（火）
〜
8
月
31

日
（木）

受
付
・
問
合
せ
先

こ
ど
も
育
成
グ
ル
ー
プ

T
52
―
1
1
1
1
（
内
線
362
）

市

内
容

暑
さ
で
疲
れ
た
体
を
や
さ
し

く
癒
す
、
さ
っ
ぱ
り
ヘ
ル
シ
ー
な

料
理
を
一
緒
に
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。
五
穀
米
や
、
野
菜
を
た
っ
ぷ

り
使
っ
た
料
理
を
作
る
予
定
で
す
。

主
婦
の
皆
さ
ん
の
参
加
は
も
ち
ろ

ん
、
ご
夫
婦
で
の
参
加
、
ま
た
男

性
の
み
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

日
時

9
月
5
日
（火）

午
前
10
時
〜

午
後
1
時
ま
で

会
場

日
本
福
祉
大
学
高
浜
専
門
学

校
　
調
理
実
習
室

（
い
き
い
き
広
場
　
3
階
）

対
象
・
定
員

市
民
　
20
人

持
ち
物

エ
プ
ロ
ン

費
用

100
円

申
込
・
問
合
せ
先

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

（
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り

ま
す
。）

い
き
い
き
広
場
内
保
健
福
祉
グ
ル

ー
プ

T
52
―
9
8
7
1

▼
航
空
学
生
　
高
卒
（
見
込
含
む
）

21
歳
未
満
の
方

受
付
期
限

9
月
8
日
（金）
ま
で

試
験
日

・
1
次
　
9
月
23
日
（土）

・
2
次
　
10
月
14
日
（土）
〜
19
日
（木）

・
3
次
　
11
月
12
日
（日）
〜
12
月
8
日
（金）

▼
一
般
曹
候
補
学
生
　
18
歳
以
上
24

歳
未
満
の
方

受
付
期
限

9
月
8
日
（金）
ま
で

試
験
日

・
1
次
　
9
月
16
日
（土）

・
2
次
　
10
月
7
日
（土）
〜
13
日
（金）

▼
曹
候
補
士
　
18
歳
以
上
27
歳
未
満

の
方

受
付
期
限

9
月
8
日
（金）
ま
で

試
験
日

・
1
次
　
9
月
16
日
（土）

・
2
次
　
10
月
7
日
（土）
〜
13
日
（金）

問
合
せ
先

自
衛
隊
安
城
案
内
所

T
74
―
6
8
9
4

N
P
O
活
動
の
準
備
か
ら
法
人
設

立
の
申
請
方
法
、
活
動
内
容
を
伝
え

病
後
児
保
育
室

臨
時
職
員
募
集

「
夏
バ
テ
撃
退
！

野
菜
た
っ
ぷ
り

ヘ
ル
シ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
」

参
加
者
募
集

平
成
18
年
度

自
衛
官
募
集

N
P
O
起
業
講
座

市
民
公
益
活
動

人
材
育
成
講
座

受
講
生
募
集

募
集

（財）矢作川水源基金は、県と矢作川流域内13市町で、きれ
いで豊かな水と緑あふれる安全な大地づくりを願い、昭和53年
に設立されました。
矢作川流域には、長野・岐阜県を含め140万余の人々が生活

していますが、過疎化・林業の低迷など課題は多く、その解決
がさけばれています。
そのため基金は、
・緑豊かな山林（植林・保育）
・きれいで十分な水の確保（ダムの建設）
・災害のない流域（ダムの建設）
・運命共同体の醸成（上下流域交流）
に努めていきます。
皆さんも基金へ関心をもち、参加（上

下流域交流・賛助会員・寄付）をお願いします。
問合せ先
（財）矢作川水源基金事務局　T0564-23-2645 

矢作川水源基金に関心と参加を！


